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●国勢調査は，日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成22年国勢調査は，我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢
調査で，日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明
らかにする重要な調査です。

●調査結果は，さまざまな法令で使われるほか，社会福祉，雇用対策，生活環境の整備
など，私たちの暮らしのために役立てられます。

●9月23日から，調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

平成22年10月1日
国勢調査

国勢調査は，日本の未来，

　　地域のまちづくりのための

　　　　基礎資料になります！



試合結果

　

８
月
22
日
、和
木
中
学
校
体
育
館
で
「
お

い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
」
が
、
猛
暑
と
も
い
え
る

晴
天
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
2
0
1
1
年
10
月
に
開

催
さ
れ
る
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
銃

剣
道
競
技
大
会
」
開
催
へ
向
け
た
リ
ハ
ー

サ
ル
と
な
り
ま
す
。

　

開
始
式
で
は
、
選
手
全
員
に
よ
る
入
場

行
進
が
行
わ
れ
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
銃
剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
重
本
正

明
副
会
長
（
体
育
協
会
会
長
）
が
競
技
会

の
開
始
を
力
強
く
宣
言
、
そ
の
後
、
和
木

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
る「
国
歌
」

大
会
歌
「
若
い
力
」
の
斉
唱
が
あ
り
、
こ

の
大
会
で
の
歓
迎
の
言
葉
と
し
て
、
名
誉

会
長
で
あ
る
古
木
哲
夫
町
長
が
「
国
体
開

催
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。」
と
力
強
く

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
国
大
会
規
模
で
行
わ

れ
中
国
５
県
よ
り
少
年
男
子
の
部
、
成
年

男
子
の
部
あ
わ
せ
て
34
名
の
選
手
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
団
体
戦
の
み
で
午
前
中
に
少

年
男
子
の
部
が
行
わ
れ
、優
勝
は
岡
山
県
、

山
口
県
は
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
り
、

成
年
男
子
の
部
は
、
山
口
県
が
み
ご
と
優

勝
を
果
た
し
、
来
年
へ
向
け
て
勢
い
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
を
見
て
い
た
観
客
か
ら
は
、
初
め

て
見
る
「
銃
剣
道
」
に
、「
思
っ
た
よ
り

迫
力
が
あ
る
ね
」「
な
か
な
か
勇
ま
し
い
」

な
ど
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
「
銃
剣
道
」
が
、
一
般
の

人
た
ち
に
も
身
近
な
競
技
と
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

開
始
式
後
に
行
わ
れ
た
「
特
別
演
武
」

で
は
、
小
学
生
を
含
む
８
名
が
基
本
動
作

や
形
を
披
露
し
ま
し
た
。
観
客
か
ら
は
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
へ
盛
大
な
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。

古木町長から歓迎の言葉

開会式のようす

少年男子の部特別演武「銃剣道基本動作」少年男子の部　表彰式

8月22日　銃剣道競技リハーサル大会

試合組合表・成績〔成年男子〕
県　名 № 1回戦 準決勝 決　　勝

鳥取県

広島県

岡山県

島根県

山口県

1

2

3

4

5

［優勝］
　山口県

［準優勝］
　鳥取県

［第３位］
　岡山県②広島県

③岡山県

①

②

③

④

⑤

2
0

3

0

1

2

3

2

1

1
3 位決定戦

不戦勝

試合組合表・成績〔少年男子〕
県　名 № 1回戦 準決勝 決　　勝

鳥取県

岡山県

島根県

広島県

山口県

1

2

3

4

5

［優勝］
　岡山県

［準優勝］
　山口県

［第３位］
　島根県②鳥取県

③島根県

①

②

③

④

⑤

0
2

3

0

3

2

1

3

1

0
3 位決定戦
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ま
た
、「
公
開
演
技
」
で
は
、
開
始
式

前
に
、
町
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
中
学
生

に
よ
る
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
の

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
君
の
一
生
け
ん
め
い

に
会
い
た
い
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
、
国
体

の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
和
木
紅
烏
に
よ
る

迫
力
あ
る
踊
り
「
よ
さ
こ
い
」、
四
境
太

鼓
の
勇
壮
な
「
炎
」
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
お
も
て
な
し
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
婦
人
会
に
よ
る
「
そ

う
め
ん
」、
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
「
カ

キ
氷
」
の
無
料
配
布
の
ほ
か
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、夏
本
番
の
暑
さ
の
中
、

選
手
・
監
督
を
は
じ
め
、
大
会
関
係
者
・

観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
歓
送
の
言
葉
と
し
て
、
実
行

委
員
会
副
会
長
上
岡
宣
雄
副
町
長
が
、「
和

木
町
民
の
英
知
を
結
集
し
て
、
皆
さ
ん
に

「
夢
と
感
動
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

立
派
な
大
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
こ
の

場
所
で
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。」

と
述
べ
ら
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
８
月
と
い

う
暑
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
口
県

銃
剣
道
連
盟
、
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

第
17
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
を
は
じ
め
と

す
る
競
技
役
員
の
皆
さ
ま
、
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
10
月
に
は
、
い
よ
い
よ
本

大
会
の
開
催
と
な
り
、
日
本
全
国
か
ら
約

2
0
0
名
の
選
手
が
こ
の
和
木
町
に
来
ら

れ
ま
す
。

　
「
夢
と
感
動
」
を
皆
さ
ん
に
感
じ
て
い

た
だ
く
大
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
働

し
、
す
ば
ら
し
い
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口

国
体
銃
剣
道
競
技
大
会
」
を
開
催
で
き
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

婦人会による「そうめん」のおもてなし

国体推奨花で彩られた和木駅“花いっぱい運動”

公開演技 合唱
「君の一生けんめいに会いたい」

公開演技：和木紅鴉「よさこい」公開演技：「四境太鼓」

第66回国民体育大会

山口国体和木町実行委員会事務局
〒７４０－００６１　和木町和木２丁目１－１　文化会館２階
　　　　　　　　　　（☎５４－００３１　　５４－００３２）

◆開催日　平成２３年１０月７日（金）～９日（日）
◆会　場　和木中学校体育館

銃 剣 道 競 技
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　本町が実施する「米軍再編交付金事業」の一環として「住宅火災からかけがえのない町
民の生命を守り、安全で安心して暮らせるまちづくりを進める」ことを目的とし、町民等
の皆さんに「住宅用火災警報器」を無償で貸与する事業です。

①平成18年5月31日以前に本町に建築された「持ち家」に
　住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②平成18年5月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

　「消防法」及び「岩国地区火災予防条例」により「住宅用火災警報器」の設置が義務化
されています。住宅用火災警報器はあなたと家族の命を守るためのものです。
　ぜひ、この機会を利用して設置しましょう。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をして
ください。
申請の期限：平成２２年１２月末まで　
※ただし、火災警報器の数に限りがあるため、無くなり次第、申請を打ち切り
ます。

住宅用火災警報器の無償貸与を
実施しています

住宅用火災警報器の無償貸与を
実施しています

住宅用火災警報器の無償貸与を
実施しています

住宅用火災警報器の無償貸与を
実施しています

～おかげさまで、多くの方から申請をいただいております～

住宅用火災警報器の設置は法律で義務化されています

住宅火の用心基金事業

事業の対象となる方

申請が必要です

平成23年5月31日までに全ての住宅への設置が義務付け

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

3



　

近
年
、
医
療
環
境
を
取
り
巻
く
深
刻
な
問
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
医
師
不
足
問
題
」。
岩

国
圏
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
年
々
医

師
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
急
を
要
し
な
い
軽
症
患
者
の
夜
間
・

休
日
の
救
急
受
診
が
、
重
症
患
者
治
療
に
支
障

を
き
た
し
た
り
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
疲
弊
の
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
お
願
い
【
そ
の
①
】

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

　

「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、
身
近
で
頼
れ
る
健

康
管
理
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
普

段
か
ら
本
人
や
家
族
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
早
め

の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

◆
お
願
い
【
そ
の
②
】

急
を
要
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
の
通
常
の

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

・
仕
事
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
休
日
・
夜
間
に

救
急
外
来
を
受
診
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
救
急
医
療
は
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
、

限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
専
門
医
の
診
療
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

◆
お
願
い
【
そ
の
③
】

救
急
車
は
、
緊
急
性
の
高
い
と
き
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
！

　

緊
急
性
が
な
い
軽
い
症
状
の
患
者
さ
ん
が
救

急
車
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
必
要
な
医
療
を
適
切
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
適
正
な
救
急
車
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
性
が
あ
る
か
、
重
症
か
ど
う

か
の
判
断
が
困
難
な
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
に
迷
っ
た
ら
・
・
・

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談　

☎
♯
８
０
０
０

　

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
が
、
休
日
・

夜
間
の
急
な
子
ど
も
の
病
気
に
ど
う
対
処
し
た

ら
い
い
の
か
、
病
院
の
診
療
を
受
け
た
ほ
う
が

い
い
の
か
な
ど
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
、
小
児

科
医
師
・
看
護
師
へ
電
話
相
談
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　

♯
８
０
０
０
を
プ
ッ
シ
ュ
す
る
と
、
相
談
窓

口
に
自
動
転
送
さ
れ
、
小
児
科
医
師
・
看
護
師

か
ら
、
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処
の
仕
方
や

受
診
す
る
病
院
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

電
話
番
号
▼
☎
＃
８
０
０
０
ま
た
は

　
　
　
　
　

☎
０
８
３
ー
９
２
１
ー
２
７
５
５

時　
　

間
▼
毎
日　

19
時
〜
23
時

９月９日は「救急の日」９月９日は「救急の日」９月９日は「救急の日」
～救急医療を支えるのは、あなたです～

救
急
医
療
の
現
状
は
？

ご存知ですか！

～岩国医療センター（旧国病）・医師会病院を受診するときは、紹介状が必要です～

　岩国医療センター・医師会病院は、地域医療の中核を担う病院として「かかりつけ医」と連携
し、紹介状を持参することにより、スムーズな検査や高度な医療、入院治療を受けることができ
ます。
※紹介状がない場合は、初診時において初診料とは別に４，２００円の選定療養費が必要になる場
合があります。
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ま
ち
の
話
題

岩
国
地
区
消
防
操
法
大
会
で
二
連
覇
！

　

８
月
１
日
、
岩
国
市
横
山
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
「
第
４
回
岩
国
地
区
消

防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
和
木
町
か

ら
は
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

応
急
操
法
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場

し
た
第
１
分
団
（
和
木
）
は
、
他
チ
ー
ム

を
圧
倒
す
る
内
容
で
、
堂
々
の
大
会
二
連

覇
。
消
防
操
法
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
改
め

て
知
ら
し
め
ま
し
た
。

　

応
急
操
法
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し

た
第
３
分
団
（
関
ヶ
浜
）
は
、
順
位
こ
そ

６
位
で
し
た
が
、
新
人
選
手
２
名
を
起
用

し
、
来
年
度
の
勝
利
を
見
据
え
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
本
部
女
性
団
員
は
軽
可
搬
ポ

ン
プ
に
よ
る
操
法
を
披
露
。
昨
年
よ
り
も

さ
ら
に
礼
節
に
重
き
を
お
い
た
消
防
操
法

で
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

第
１
分
団
及
び
団
本
部
女
性
団
員
は
９

月
18
日
に
山
口
県
消
防
学
校
に
て
開
催
さ

ま
ち
の
話
題

夏
の
恒
例
行
事  

盆
踊
り
大
会

　

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
盆
踊
り
大
会
が
、

８
月
１
日
に
あ
け
ぼ
の
公
園
で
、
５
日
に

わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
、
８
日
に
は
関
ヶ
浜

分
館
で
開
催
さ
れ
、
ど
れ
も
華
や
か
な
浴

衣
姿
に
身
を
包
ん
だ
大
勢
の
参
加
者
が
集

い
、
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
和
木
林
研
が
２
位
に

　

７
月
27
日
、
愛
媛
県
松
山
市
で
、
全
国
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が
主
催
す

る
、「
第
16
回
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
、
和
木
町
林
業
研
究
会
が
２
位

と
な
る
見
事
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

林
業
技
術
の
向
上
・
発
展
を
主
旨
と
す
る

れ
る
山
口
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

う
だ
る
よ
う
な
猛
暑
の
中
、
活
躍
さ
れ
た

選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援
の
団
員
の
皆
さ
ん
、

ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

盆
踊
り
を
代
表
す
る
「
炭
坑
節
」
や
「
河

内
音
頭
」、
和
木
町
な
ら
で
は
の
「
和
木
音

頭
」
や
「
蜂
ヶ
峯
音
頭
」
な
ど
、
幅
広
い

楽
曲
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
慢
の
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
の
ひ

と
と
き
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
中
国
・
四
国
（
９
県
）

の
各
県
代
表
１
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、
山
口

県
代
表
は
和
木
町
林
業
研
究
会
会
長
の
明
本

収
二
さ
ん
が
同
会
の
活
動
内
容
等
を
発
表
し

た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
和
木
町
の
林
業
振
興
の
た
め
、
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

団本部女性団員による操法披露

あけぼの公園 わきあいあい苑

関ヶ浜分館

二連覇を果たした第一分団の皆さん
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ま
ち
の
話
題

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
づ
く
り  

コ
ミ
セ
ン
夏
休
み
短
期
講
座

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
３
日
の
間
で
、
総

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

夏
期
公
民
館
短
期
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

と
ん
か
ち
教
室
は
、
申
込
み
が
予
定
を

大
き
く
上
回
り
、
１
回
追
加
し
２
回
開
催
。

参
加
し
た
小
学
生
94
名
は
、
美
川
木
工
セ

ン
タ
ー
か
ら
来
ら
れ
た
先
生
の
指
導
の
も

と
、
あ
ら
か
じ
め
加
工
さ
れ
た
木
材
の
部

品
を
、
と
ん
か
ち
と
釘
だ
け
で
組
み
立
て
、

角
い
す
や
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
製
作

し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
全
員
、
集
中
し
て
時
間
内
に
課
題
作

品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
で
も
の
を
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

実
感
す
る
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
に
は
、

小
学
生
14
名
が
参
加
。
花
き
り
バ
サ
ミ
の

ま
ち
の
話
題

夏
休
み
子
ど
も
探
検
隊

　

７
月
28
日
、小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主
催
で「
夏

休
み
子
ど
も
探
検
隊
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
主
に
釣
り
糸
の
製
造
・
販
売
を

行
う
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ン
の
本
社
工
場
を

訪
問
・
見
学
。
会
社
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
３
班
に
分
か
れ
て
各
作
業
現

場
を
順
に
回
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
糸
が
作
ら
れ
る
場
所
、
作
ら
れ
た

製
品
の
細
か
い
傷
を
見
つ
け
る
作
業
や
強
度

を
測
る
試
験
を
行
う
場
所
、
製
品
が
パ
ッ
ケ

ー
ジ
さ
れ
て
い
く
様
子
な
ど
、
原
料
か
ら
製

品
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
見

学
。
原
料
に
触
っ
た
り
、
複
雑
な
機
械
を
実

際
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
り
も
し
て
、
普
段

は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
工
場
の
様
子
を
間

近
に
見
な
が
ら
、
各
現
場
で
の
仕
事
の
内
容

や
作
業
の
順
序
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

扱
い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
を
約
束
し
、
須
山

美
香
先
生
（
和
木
生
花
店
）
の
指
導
の
も
と
、

レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
（
つ
や
の
あ
る
オ
シ
ダ
）、

デ
ン
フ
ァ
レ
（
ラ
ン
）、
ス
プ
レ
ー
薔
薇
、

か
す
み
草
の
順
に
挿
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

材
料
は
み
ん
な
同
じ
花
、
指
導
内
容
も
一

緒
で
す
が
、
各
々
の
感
性
で
工
夫
し
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
個
性
の
あ
ふ
れ
る
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
行
わ
れ
た

お
味
噌
汁
作
り
教
室
に
は
、
小
学
５
・
６
年

生
の
６
組
12
名
が
参
加
。

　

ま
ず
、
岡
田
久
美
子
管
理
栄
養
士
か
ら
生

活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
の
話
が
あ
り
、
続
い
て

中
村
容
子
栄
養
教
諭
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
多
種
類
用
意
さ
れ
た
具
材
を
自
由
に
選

び
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
味
噌
汁
作
り
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。

　

和
木
小
学
校
の
山
本
先
生
と
木
嶋
先
生

に
審
査
し
て
い
た
だ
き
、
最
優
秀
作
品
は

和
木
小
学
校
６
年
生
の
鈴
木
進
也
君
と
樋

口
翔
君
が
調
理
し
た
キ
ム
チ
を
入
れ
た
少

し
辛
め
の
独
創
的
な
味
噌
汁
に
決
定
。
二

人
の
作
っ
た
味
噌
汁
は
、
来
年
１
月
の
学

校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

朝
食
の
大
切
さ
を
習
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
合

言
葉
を
守
り
規
則
正
し
い
生
活
で
夏
休
み

を
過
ご
し
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
セ
ン
で
は
、
月
に
１
回
、
定
期
的
に

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、

コ
ミ
セ
ン
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

とんかち教室（1回目）

とんかち教室（2回目）

フラワーアレンジメント教室

お味噌汁作り教室
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今地文隆さん

ま
ち
の
話
題

和
木
町
人
権
の
つ
ど
い
「
か
け
や
つ
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

８
月
７
日
、
文
化
会
館
で
和
木
町
人
権

施
策
推
進
協
議
会
主
催
の
「
和
木
町
人
権

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
視
覚
障
害
と
知
的
障
害
を
併

せ
持
つ
、
佐
世
保
特
別
支
援
学
校
高
等
部

３
年
の
掛
屋
剛
志
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ピ

ま
ち
の
話
題

２
年
ぶ
り  

大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花
火
大
会

　

７
月
23
日
、
小
瀬
川
で
「
大
竹
・
和
木

川
ま
つ
り
花
火
大
会
」
が
２
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
光
を
放
つ
灯
篭
が
流
れ
る
な

か
、
打
ち
上
げ
開
始
。
水
中
花
火
や
仕
掛

け
花
火
が
次
々
と
上
が
り
、
夏
の
夜
空
を

鮮
や
か
に
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。

　

観
客
は
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
を
惜
し
み
な
が

ら
、
約
１
時
間
の
光
の
共
演
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ま
ち
の
話
題

動
物
愛
護
推
進
員
に
今
地
文
隆
さ
ん

　

７
月
30
日
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
、
今
地
文
隆
さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）

が
「
山
口
県
動
物
愛
護
推
進
員
」
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

ア
ノ
演
奏
や
歌
声
、
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
独

特
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
剛
志
さ
ん
を
紹
介
す
る
映
像

が
流
れ
た
後
、
本
人
が
登
場
。
客
席
に
向
か

っ
て
、「
一
生
懸
命
弾
き
ま
す
の
で
、
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
呼

び
か
け
、
演
奏
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

一
曲
終
わ
る
ご
と
に
客
席
か
ら
温
か
く
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
そ
の
喜
び
を
身
体
全

体
で
表
現
す
る
剛
志
さ
ん
の
様
子
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　

終
演
後
、
剛
志
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
に
心
を

打
た
れ
た
お
客
さ
ん
は
、
ロ
ビ
ー
に
い
る
剛

志
さ
ん
の
手
を
取
っ
て
、「
感
動
し
た
よ
」「
あ

り
が
と
う
ね
」
と
心
か
ら
お
礼
の
気
持
ち
を

伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

動
物
愛
護
推
進
員
制
度
は
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
推
進
員
は
地

域
に
お
け
る
犬
、
ね
こ
等
の
動
物
愛
護
の
推

進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
方
の
中
か
ら
県

知
事
の
委
嘱
を
受
け
て
、
動
物
の
愛
護
と
適

正
な
飼
養
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
住
民
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど
の
活
動
を
行
う
方

で
す
。

　

地
域
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て
、
飼
い
方

の
助
言
な
ど
を
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
、
平
成

24
年
７
月
末
ま
で
で
す
。

ま
ち
の
話
題

「
平
和
の
灯
」
走
り
継
ぐ 

ー
反
核
平
和
リ
レ
ー
ー

　

７
月
27
日
、
役
場
中
庭
で
、「
第
25
回
山

口
県
反
核
平
和
リ
レ
ー
」
の
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

町
職
員
の
兼
重
絵
里
さ
ん
が
河
林
実
行
委

員
会
事
務
局
長
か
ら
平
和
祈
念
公
園
の
「
平

和
の
灯
」
を
ト
ー
チ
に
受
け
ス
タ
ー
ト
。

　

そ
の
後
、
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
り
次

の
岩
国
市
の
中
継
地
ま
で
「
平
和
の
灯
」

が
受
け
継
が
れ
、
山
口
県
内
の
合
併
前
の

全
市
町
約
９
０
０
㎞
、
県
内
企
業
や
自
治

体
の
労
働
組
合
員
ら
約
１
，
０
０
０
人
の

ラ
ン
ナ
ー
に
よ
り
ゴ
ー
ル
の
山
口
県
庁
ま

で
走
り
継
が
れ
ま
し
た
。

段ボール箱を使った見事な演奏

「平和の灯」を受け取る兼重さん（右）
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■
日　

時　

10
月
31
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

■
場　

所　

和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
内　

容
・
も
ち
ま
き

・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ

・
タ
ン
バ
リ
ン
芸
人　

ゴ
ン

ゾ
ー

・
ふ
わ
ふ
わ
バ
ル
ー
ン

・
北
海
道
バ
ザ
ー

・
各
種
出
店

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

募
集
期
間
▼
９
月
６
日
㈪
〜
17
日
㈮

出
店
料
▼
２
，
０
０
０
円

区　

画
▼
30
区
画（
２
．５
ｍ
×
3
ｍ
）

※
1
人
1
区
画
ま
で

※
区
画
は
申
し
込
み
順
で
決
定
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
み
▼
教
育
委
員
会
へ

　
　
　
　

出
店
料
を
添
え
て
申
込
み
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

〒
７
４
０
ー
０
０
６
１

和
木
町
和
木
２
丁
目
１
ー
１

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

（
☎
53
ー
３
１
２
３　

53
ー
６
７
７
６
）

＊
前
夜
祭

　
　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加
者
募
集
！

　

カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
あ
な
た
！
前

夜
祭
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
会
場
の
み
な
さ

ん
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
も
の
ま
ね
や

仮
装
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。
ク
ラ
ス

代
表
、
職
場
代
表
な
ど
、
多
く
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
30
日
㈯　

17
時
〜

会　

場
▼
文
化
会
館
ホ
ー
ル

募
集
定
員
▼
25
人
（
組
）
程
度

参
加
費
▼
無
料

※
た
だ
し
、
参
加
者
は
〝
赤
い
羽
根
共

同
募
金
〞（
千
円
程
度
）
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
高
校
生
以
下

は
、
希
望
者
の
み
と
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
教
育
委
員
会
に
備
付
け
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
30
日
㈭

ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
参
加
申
込
書
１
枚
に
つ
き
、
１
名

（
組
）
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格
▼
和
木
幼
小
中
の
児
童
・
生

徒
及
び
町
在
住
者
、
勤
務
者
を
原
則
と

し
、
個
人
ま
た
は
団
体
と
し
ま
す
。

表　

彰
▼
演
技
賞
、
ユ
ー
モ
ア
賞
、
ベ

ス
ト
仮
装
賞
等

そ
の
他
▼

・
カ
ラ
オ
ケ
は
市
販
の
Ｃ
Ｄ
ま
た
は

テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ご
準
備
く
だ
さ

い
。

・
歌
唱
力
の
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
キ
ー
設
定
で
き
ま
す
。

わき愛あい
フェスティバル
わき愛あい

フェスティバル
わき愛あい

フェスティバル
わき愛あい

フェスティバル

身に付けよう安全対策身に付けよう安全対策
　新学期が始まり、子どもたちが元気に登下校する姿を目にするようになりました。スクール
ガード（重本正明会長）など地域のボランティアの方々も子どもたちの安全を願い、日々、活
動しています。

　今後も、引き続き、警察、学校、保護者、行政、
地域ボランティアの方々が連携し、安心して学校に
通学できる環境づくりを推進していきます。
　また、わきスクールガードでは、この活動にご協
力していただける方を募集しています。詳しくは、
事務局（☎53－3123）にお問合せください。

◆和木駐在所（☎52－3549）
◆和木小学校（☎53－2655）
◆和木中学校（☎52－4328）
◆教育委員会（☎53－3123）

不審者情報のご連絡先は

　これは、警視庁生活安全部が考案したもので、
子どもが危険にあわないようにするための注意
事項です。ご家庭でもいま一度、子どもたちの
安全について、ご確認ください。

イカ
の
お
す
し
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社会教育広報通算390号

バレーボール教室

体操教室

自然観察（通津）

自然観察（通津）

史跡めぐり

史跡めぐり

　６月から順次ご紹介してい
るわきあいキッズの活動です
が、今回は、その後行われた
各教室を一挙に写真にてご紹
介します。
　雨天等で、中止または内容
を変更して実施した教室もあ
りますが、指導者や安全管理
員さんをはじめ、多くの方々
の協力を得て、安全に行うこ
とができました。
　２学期は、外あそび・昔あ
そび・自然観察・やきもの等
の各教室を実施します。
　なお、外あそび・昔あそび
は参加者を再度募集したいと
思います。先着順で、５名程
度とします。直接、教育委員
会事務局へ保険料の６００円
を添えて申し込んでください。
（印かんを持参）
　問合せ　教育委員会
　　　 　（☎５３−３１２３）

写真で綴る

「放課後子ども教室」

わきあいキッズ

写真で綴る

「放課後子ども教室」

わきあいキッズ

剣道教室

弓道教室

　広報７月号で平成２３年成人式実行委員を募集したところ、早速、新成人の応募がありました。
　８月に１回目の実行委員会を開き企画運営等について話し合いを持ちました。

平成23年和木町成人式実行委員会
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9月の休館日

5
12
19
26

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16

3
10
17
24

4
11
18
25

6
13

27
20

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

3029
23

日　時　９月18日（土）
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　『ゆびとま』
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館（☎54－0222）

＜CD＞
☆ALL the SINGLES/ オレンジレンジ
☆HEAVEN/ 加藤ミリヤ
☆Hadou/ 稲葉浩志
☆ゆずの素 /ゆず
☆ハラッド /原由子
☆We are ＳＭＡＰ！
　　　EVERY DAY Love TOMORROW/smap
☆City lights Dandy/ 角松敏生
☆パワーバタフライ /lecca
☆うたかた /奥華子
☆All Lovers/ ガーネットクロウ

＜一般書＞
『乙女の密告』
『自由高さH』
『再会』
『ストーリー・セラー』
『ブルー・ゴールド』
『往復書簡』
『世界で一番長い写真』
『ほら吹き茂平　なくて七癖あって四十八癖』

『半分のぼった黄色い太陽』

『ヒーローの作り方』

＜児童書・絵本＞
『ともだち』
『おつきさまと　ちいさな　くま』

『ねこの手かします　手じなしのまき』

『どんぐりむらのぼうしやさん』
『さすらいの猫　ノアの伝説』
『10ぴきのかえるのあきまつり』

『すいはんきのあきやすみ』

『大きさくらべ絵事典』
『自転車の大研究』
　
『アンランダン　上・下』

赤染晶子著
穂田川洋山著
横関大著
有川浩著
真保裕一著
湊かなえ著
誉田哲也著

宇江佐真理著

チママンダ・ンゴズィ・アディーチェ著　くぼたのぞみ訳
オットー・ベンズラー編

ロバート・Ｂ・パーカー著　ジェフリー・ディーヴァー他著

木坂涼作　さとうあや絵

アンドレ・ダーハン作・絵　きたやまようこ訳

内田麟太郎著　川端理絵絵
なかやみわ作・絵

重松清著　杉田比呂美絵

間所ひさ子作　仲川道子絵

村上しいこ作　長谷川義史絵
半田利弘監修

自転車文化センター監修　谷田貝一男著
　

チャイナ・ミエヴィル著　内田昌之訳

読書感想画コンクール
作品募集

対　象　幼児（３歳以上）・小学生
詳　細　館内の応募用紙を確認してください。
締　切　10 月 10 日（日）
問合せ　図書館（☎54－0222）

え
ほ
ん

古本提供の
お願い

　ご自宅に眠っている本
をリサイクルしません
か？
　11月21日の図書館まつ
りにて古本バザーを開催
します。
　11月19日までに図書館
までお持ちください。
　ご協力をよろしくお願
いいたします。
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季
節
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
体
調
を
崩

さ
ず
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

「
あ
れ
？
体
調
が
良
く
な
い
か
も
。」
と
感

じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
で
し
ょ
う
か
。
な
ん

と
な
く
食
欲
が
な
い
と
き
、
睡
眠
時
間
を
十

分
と
っ
て
い
る
の
に
す
っ
き
り
目
覚
め
ら
れ

な
い
と
き
、
い
つ
も
ど
お
り
に
家
事
が
こ
な

せ
な
い
と
き
な
ど
、「
い
つ
も
と
違
う
」
と

感
じ
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
い
つ
も
と
違
う
」
は
か
ら
だ
が
教
え
て

く
れ
る
疲
れ
の
サ
イ
ン
で
す
。
い
つ
も
と
違

う
と
感
じ
る
こ
と
は
、
自
分
の
疲
れ
に
気
づ

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
疲
れ
の
サ
イ

ン
に
気
づ
か
な
い
で
い
る
、
ま
た
は
気
づ
か

な
い
フ
リ
を
続
け
て
疲
れ
を
溜
め
続
け
る

と
、
社
会
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
健
康
問
題
を
抱
え
た
り
、
さ
ら
に
は
自
ら

い
の
ち
を
絶
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

自
分
自
身
や
家
族
に
サ
イ
ン
が
現
れ
た

ら
、
睡
眠
時
間
を
十
分
取
る
、
自
分
や
家
族

の
た
め
の
時
間
を
持
つ
、
ス
ト
レ
ス
に
な
る

関
係
を
持
つ
こ
と
を
可
能
な
限
り
や
め
る
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で
軽
く
か

ら
だ
を
動
か
す
、
医
療
機
関
の
受
診
を
す
す

め
る
、
な
ど
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
家
族
や

友
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
誰

に
聞
い
て
も
ら
え
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
電
話
相
談
を
利
用
し
て
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置

（
☎
０
８
３
５
ー
27
ー
３
３
８
８
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
：
９
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
：
13
時
〜
16
時
30
分

　

９
月
10
日
は
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」

で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と

は
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
い

つ
も
と
違
う
」
を
見
逃
さ
ず
、
ま
ず
は

自
分
や
家
族
の
小
さ
な
サ
イ
ン
を
放
っ

て
お
か
な
い
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

そうめんのジャージャー麺風
　　　　　　　　　　　　　　　（材料４人分）

口当たりの良い夏の風物、そうめんをジャージ
ャー麺風にしました。辛味が食欲を増します。

（和木町食生活改善推進協議会　１班）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送して
います。ご覧ください。

そうめん……………280g
豚ミンチ……………200g
生しいたけ……………20g
なす…………………100g
にんにく……………1/2片
ごま油……………大さじ1

しょうゆ…………大さじ1
鶏がらスープの素
　　………………小さじ2
テンメンジャン……大さじ1
トウバンジャン
　…………小さじ1/2～2
砂糖………………小さじ1
こしょう……………少々
水…………………150ml
片栗粉……………大さじ1
水…………………大さじ2
きゅうり…………… 1本
白ごま……………大さじ1

●作り方
①下準備
そうめん…茹でて、水気をきる。
生しいたけ…粗みじん切り。
なす…粗みじん切りに切り、水にさらし、ざるにとる。
にんにく…みじん切り。
きゅうり…細切り。
ⓐ…合わせておく。
②フライパンで焼く
テフロン加工のフライパンを熱し、ごま油とにんにく
を加える。
香りが出たら、ひき肉、生しいたけ、なすを加えて炒
める。あらかた火が通ったらⓐを入れて煮る。水溶き
片栗粉でとろみをつける。
③盛り付ける
器に水気をきったそうめんを盛り、②をかけてきゅう
りをのせる。
ひねりごまを散らす。

（１人分エネルギー３７６キロカロリー）
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救急の日救急の日

元気アップ教室元気アップ教室

　★は申込みが必要です。

（9月16日～10月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

プレイルーム

すくすく計測・相談会

赤ちゃんのつどい★

元気アップ教室★

プレイルーム

健康相談

プレイルーム

ポリオ

赤ちゃんのつどい（離乳食）★

プレイルーム

元気アップ教室★

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

平成15年4月9日～平成22年7月8日生まれ

乳児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

10：00～15：00

13：30～14：30

9：30～11：30

10：00～13：00

10：00～15：00

9：30～10：00

10：00～15：00

13：30～14：20

9：30～13：00

10：00～15：00

10：00～11：30

保健相談センター

　

体育センター

保健相談センター

9月16日㈭

17日㈮

29日㈬

30日㈭

10月6日㈬

7日㈭

8日㈮

14日㈭

15日㈮

①お食事編
日　時　９月２９日㈬　１０時～１３時
内　容　『メタボ予防のヘルシーな食事』
準　備　エプロン・三角巾・ふきん・
　　　　材料費５００円程度
申込み　９月２２日㈬まで
　　　　先着１５名で締め切ります。

②エアロビクス
日　時　１０月１５日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『楽々エアロビクス』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・バスタオル・お茶
申込み　１０月８日㈮まで

会場および問合せ先は
　　　　　保健相談センター（☎５２－７２９０）

元気アップ教室
　認知症に関する心配ごとや気になること、認
知症の方の介護に関する悩みなどに対して、認
知症の専門家や介護経験者等がご相談に応じま
す。（相談は無料ですが、通常の電話料金がかか
ります。）

「認知症コールセンター」専用番号
（☎０８３－９２４－２８３５）

平日の１０時～１６時（土日・祝日はお休み）
※おかけ間違いの無いようにご注意くださ
い。

　身近な相談窓口として、
和木町地域包括支援センター
（☎５２－２１９６）も、ぜひ
ご利用ください。

「９月は認知症予防月間です」

　９月９日を含む一週間は救急医療週間、９月は救急医療普及月間
です。救急箱の整理をするなど、家庭でできる応急処置の準備をし
ましょう。本来の救急医療が円滑に行われるために、症状が軽度の
場合は夜間診療や救急外来の利用は控えましょう。

救急の日
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普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

 （
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

県
内
事
業
場
に
働
く
労
働
者
、
事
業
主
か

ら
の
解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、
賃
金
の

引
下
げ
等
の
労
働
条
件
の
ほ
か
、
募
集
・
採

用
、
い
じ
め
な
ど
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
ご
相
談
を
面
接
や
電
話
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

相
談
費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼

岩
国
市
中
津
町
２
丁
目
15
ー
10

岩
国
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
岩
国
労
働
基
準
監
督
署
内
）

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

　
　
　
　

幼
児
を
も
つ
保
護
者

日
　

時
▼
９
月
８
日
㈬
、
10
月
８
日
㈮

　
　
　
　

14
時
〜
17
時

場
　

所
▼
文
化
会
館

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

日
　

時
▼
10
月
４
日
㈪
・
５
日
㈫ 　　
　

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

場
　

所
▼
山
口
市
駅
通
り
２
丁
目
４
ー
17

　
　
　
　

山
口
県
行
政
書
士
会

相
談
方
法
▼
無
料
電
話
相
談

相
談
電
話
番
号
▼０

１
２
０
ー
１
２
３
ー
０
６
０

相
談
内
容
▼
相
続
・
遺
言
・
自
動
車
・
建
設
業
・

法
人
設
立
・
契
約
・
示
談
・
内
容
証
明
・
農

地
転
用
・
公
正
証
書
・
営
業
許
可
・
国
際
業
務
・

成
年
後
見
・
産
業
廃
棄
物
・
交
通
事
故
・
告

訴
状
・
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
▼
山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士 

問
合
せ
▼
山
口
県
行
政
書
士
会

 （
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
５
０
５
９
）

総
合
労
働
相
談

心
配
ご
と
相
談

精
神
保
健
相
談

行
政
書
士
電
話
相
談

法
務
局
無
料
人
権
相
談

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

和
木
町
「
面
接
相
談
」

13

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

　

高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。 

山
口
地

方
法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
か
ら
の
電
話

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

実
施
期
間
▼
９
月
６
日
㈪
〜
12
日
㈰

　
　
　
　
　

平
日
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　

土
・
日
　

10
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼

　

０
５
０
ー
３
３
８
１
ー
８
６
７
３

　

０
９
０
ー
３
１
７
２
ー
５
６
５
９

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

 （
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
２
２
９
５
）

 

「
近
隣
の
騒
音
や
悪
臭
」
で
お
悩
み
の
方
へ

　

近
隣
か
ら
の
不
快
な
騒
音
や
悪
臭
な
ど

で
、
快
適
な
生
活
を
妨
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。
法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
無

料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局
（
人

権
相
談
所
）

受
付
時
間
▼

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
平
日
の
み
）

相
談
電
話
番
号
▼
43
ー
１
１
２
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.m
oj.go.jp/JIN

K
E
N
/

jinken113.htm
l

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

　
　
　
　

岩
国
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
43
ー
１
１
２
５
） 

日
　

時
▼
10
月
16
日
㈯

行
き
先
▼
関
門
海
峡
ド
ラ
マ
シ
ッ
プ
（
北
九

州
市
）、
海
響
館
（
下
関
市
）

対
　

象
▼
山
口
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

（
母
子
、父
子
家
庭
）
の
親
と
子
（
年
長
以
上
） 

募
集
人
数
▼
親
子
で
40
名
程
度

※
希
望
多
数
の
場
合
は
、抽
選
に
な
り
ま
す
。 

抽
選
結
果
は
、
10
月
初
旬
に
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

参
加
費
▼

中
学
生
以
上
　

２
，
２
０
０
円
／
人

小
学
生
以
下
　

１
，
４
０
０
円
／
人 

乗
車
場
所
▼
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

新
山
口
駅
前

申
込
方
法
▼
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
学
年
、
日
中
連
絡
の
と

れ
る
電
話
番
号
、
希
望
乗
車
場
所
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

締
切
日
▼
９
月
15
日
㈬
必
着

申
込
み
・
問
合
せ
▼

〒
７
５
３
ー
０
０
５
４

山
口
市
富
田
原
町
４
ー
58

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
ー
９
２
３
ー
２
４
９
０
）

（
　

０
８
３
ー
９
２
３
ー
２
４
９
９
）

各
種
お
知
ら
せ



応
募
資
格
▼
町
内
に
居
住
す
る
65
才
以
上
の

方課
　

題
▼

○
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の
。

○
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の
。

○
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、火
が
つ
き
に
く
く
、

ま
た
火
が
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ
プ
ロ

ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の
。

○
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の
。
た
だ

し
、
山
火
事
に
関
す
る
も
の
は
除
く
。

応
募
方
法
▼
は
が
き
ま
た
は
別
紙
様
式
（
消

防
署
で
受
取
可
）
に
よ
る
こ
と
。
は
が
き
に

は
、作
品
（
標
語
１
点
）、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

締
め
切
り
▼
11
月
15
日
㈪
必
着

提
出
先
▼

〒
７
４
０
ー
０
０
１
７

岩
国
市
今
津
町
６
丁
目
２
ー
24

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
出
張
所
）

そ
の
他
▼

（ア）
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

（イ）
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

（ウ）
入
選
者
の
所
属
・
氏
名
・
年
齢
を
岩
国
地

区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

受
験
資
格
▼

◆
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　
　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
方

◆
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

　
　

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
▼
９
月
６
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈮

一
次
試
験
▼

◆
防
衛
大
学
校
：
11
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰

◆
防
衛
医
科
大
学
校
：
10
月
30
日
㈯
、
31
日

㈰◆
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
：
10
月
23
日
㈯

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　

岩

国
地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

日
　

時
▼
10
月
12
日
㈫
〜
12
月
14
日
㈫

　
　
　
　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
全
18
回
）

　
　
　
　

18
時
〜
21
時

場
　

所
▼
岩
国
市
立
石
町
Ｂ
Ｓ
ビ
ル
３
階

対
　

象
▼
資
格
を
活
か
し
て
就
労
を
希
望
す

る
、50
歳
未
満
の
母
子
家
庭
の
母
、及
び
寡
婦

内
　

容
▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
修
了

に
必
要
な
講
義
及
び
実
習

募
集
人
数
▼
５
名
程
度
（
※
応
募
多
数
の
場

合
は
、
選
考
）

受
講
料
▼
無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
（
１
０
，
０
０
０

円
程
度
）
は
、
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
　

受
講
希
望
」と
書
い
て
、

県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

締
切
日
▼
９
月
13
日
㈪
必
着

申
込
み
・
問
合
せ
▼

〒
７
５
３
ー
０
０
５
４

山
口
市
富
田
原
町
４
ー
58

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
ー
９
２
３
ー
２
４
９
０
）

対
　

象
▼
雇
用
・
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
代

前
半
層
の
人

期
　

間
▼
10
月
５
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈮

※
土
日
を
除
く
８
日
間
（
10
時
〜
17
時
）

場
　

所
▼
岩
国
市
中
央
公
民
館

内
　

容
▼
パ
ソ
コ
ン
入
力
及
び
労
働
関
係
法

や
社
会
保
険
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得

受
講
料
▼
無
料

募
集
人
員
▼
20
名
（
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
て
決
定
後
、
郵
送
に
て
通
知
）

申
込
期
限
▼
９
月
21
日
㈫

申
込
方
法
▼
は
が
き
に
講
習
名
・
会
場
名
・

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

〒
７
５
３
ー
０
０
７
４

山
口
市
中
央
４
丁
目
３
ー
６

㈳
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
８
３
ー
９
２
１
ー
６
０
７
０
）

　

刑
事
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
処
遇
の
実

情
等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
・
即
売
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

社
会
の
方
々
に
、
矯
正
行
政
及
び
被
収
容
者

の
社
会
復
帰
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
９
日
㈯
　

９
時
〜
15
時

場
　

所
▼
岩
国
刑
務
所
構
内

　
　
　
　

（
岩
国
市
錦
見
６
丁
目
11
ー
29
）

開
催
内
容
▼
広
報
コ
ー
ナ
ー
、
刑
務
所
作
業

製
品
展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
朝
市
な
ど

問
合
せ
▼
岩
国
刑
務
所
企
画
部
門

（
☎
41
ー
０
１
３
８
）

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
２
ヵ
月

間
を
強
化
月
間
と
し
て
「
マ
イ
カ
ー
点
検
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
「
マ
イ
カ

ー
点
検
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
軽
装
で
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
▼
９
月
25
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

場
　

所
▼
岩
国
自
動
車
学
校

　
　
　
　

（
岩
国
市
錦
見
７
丁
目
１
ー
40
）

募
集
人
数
▼
50
名

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
参
加
者
に
は
、
粗
品
及
び
小
冊
子

「
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

山
口
県
自
動
車
整
備
振
興
会

（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
８
１
２
３
）

防
衛
大
学
校
、防
衛
医
科
大
学
校
、

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

養
成
講
座
受
講
者
募
集

シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
・

社
会
保
険
事
務
補
助
講
習
受
講
生
募
集

14

防
火
標
語
募
集

第
22
回
岩
国
矯
正
展

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室



栄橋迂回路橋工事に伴う
　　　　交通規制のお知らせ　平成２２年４月１日より子ども手当制度が開始され

ました。まだ申請をしてない方は、早急に申請してく
ださい。９月３０日までに申請されれば、４月分から
の手当を受けられます。
　単身赴任などで保護者と児童が別居している場合
は、保護者の住所地で申請が必要です。
申請に必要なもの
　・認定請求書（住民サービス課にあります） 
　・保護者の方の健康保険証（サラリーマンの方）
　・世帯全員の住民票（児童が他の市町村におられる
場合）

　・口座番号がわかるもの
　・印かん
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４） 

子ども手当受給の手続きを
　　　されていない方はお早めに！

◆道路規制期間
　上流側　９月 21 日～10 月８日（予定）
　下流側　９月 15 日～11 月 30 日（予定）
　９時～１６時（日曜日を除く） 

◆発注者
　国土交通省　中国地方整備局
　山口河川国道事務所　岩国国道維持出張所

 （☎４１－１１４４） 
◆施工業者
　村本建設株式会社（☎２８－５２６７）

　栄橋迂回路橋工事のため、道路の切替・仮橋の架設
工事を行います。工事に伴い、下図のとおり片側交互
通行規制を実施します。
　規制中は、工事看板・交通誘導員の誘導により通行
をお願いします。

栄橋迂回路橋工事に伴う
　　　　交通規制のお知らせ

◆組織の改変
　人権啓発をより一層推進するため、本年４月に、和
木町人権教育推進協議会から和木町人権施策推進協議
会に組織を改変しました。
◆設置目的
・すべての人々の人権が尊重された社会の実現をめ
ざすため

・各種の啓発事業を行い、町民の人権尊重の意識を
高めるため

◆協議会組織
　会長１名、副会長１名、評議員１８名
◆主な事業内容
・協議会の開催
・人権のつどいや人権研修会の開催
・人権の花運動等
◆事務局
　和木町保健福祉課
※昨年度実施した「人権に関する町民意識調査」の実
施結果を、和木町ホームページに掲載しています。

和木町人権施策推進協議会について

　管理棟の外壁、床等の改修工事と、民俗資料館の屋
根の改修工事を行います。
　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、よろしくお
願いいたします。

◆工事期間　９月上旬～１１月末

蜂ヶ峯公園内の工事のお知らせ

問合せ　都市建設課（☎５２－２１９８） 問合せ　都市建設課　管理係（☎５２－２１９７）

拡大図

上流側迂回路
片側交互通行規制

下流側迂回路
片側交互通行規制

上流側迂回路
片側交互通行規制

下流側迂回路
片側交互通行規制
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倒産、解雇、雇止めなどによる離職
をされ、失業給付を受けられる方へ

国民健康保険への
　　　　届け出はおすみですか？

16

　国民健康保険料は、前年の所得により算定されます
が、該当される方は、給与所得を３０／１００とみな
して計算します。
　軽減を受けるには申請が必要です。「雇用保険受給
資格者証」と「印かん」をお持ちのうえ、保健福祉課
で手続きをしてください。

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

倒産、解雇、雇止めなどによる離職
をされ、失業給付を受けられる方へ

　町税及び保険料等の支払いを口座振替にすると、納
期ごとに役場や金融機関にお出かけになる手間が省け
ます。また、納め忘れもなくなりますので、ぜひ、ご
利用ください。
　口座振替の申込書は、役場や町内金融機関窓口にあ
ります。ご記入のうえ、金融機関窓口に提出してくだ
さい。なお、金融機関届出印の押印が必要です。

問合せ　税務課（☎５２－２１９３） 

町税及び保険料等のお支払いは
安心、便利な口座振替で

　国民年金は、日本に住む２０歳以上６０歳未満のすべての人が加入しなければなりません。
　届け出は、加入するときだけでなく、被保険者の種別が変わったときにも必要です。
　もし、届け出をされなかった場合、年金額が少なくなったり受け取れない場合もありますので、必ず役場
へ届け出をしましょう。

　国保に加入、脱退するときは、１４日以内に保健福
祉課の窓口へ届け出てください。
◆加入の届け出が遅れると
 ・保険料は届け出をした日ではなく、資格が発生した
日までさかのぼって支払うことになります。

 ・やむを得ない場合を除き、被保険者証のない期間の
医療費が、全額自己負担になります。

◆脱退の届け出が遅れると
 ・資格が外れたあとに国保の被保険者証で受診した医
療費がある場合、返金していただくことになります。 

　なお、届け出の際は、資格異動日の確認が必要です
ので、次のものをご持参のうえ、届け出をしてください。 
【加入するとき必要なもの】
 ・職場の健康保険を外れた証明書（資格喪失証明書や
離職票など）

 ・年金を受給されている方は、年金証書
 ・印かん
【脱退するとき必要なもの】
 ・職場の健康保険の保険証（対象者全員分）または資
格取得証明書

 ・国保の保険証（返却のため）
 ・印かん

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

国民健康保険への
　　　　届け出はおすみですか？

国民健康保険に加入する場合、
　　　　保険料が軽減されます

こんなときには
　届け出が必要です国国 民民 年年 金金

届け出が必要なとき

 ・２０歳になったとき。（厚生
年金や共済年金加入者を除
く）

 ・退職をしたとき。（厚生年金
や共済年金加入者の場合）

 ・配偶者に扶養されていたが、
配偶者が厚生年金、共済年
金をやめたとき。

異 動 の 内 容

 ・第１号被保険者となります。

 ・第２号被保険者から第１号被
保険者になります。（第３号被
保険者に該当する場合を除く）

 ・第３号被保険者から第１号
被保険者になります。

持参するもの

 ・印かん（※ただし、本
人自署の場合は不要）

 ・印かん（※ただし、本
人自署の場合は不要）

 ・年金手帳

 ・印かん（※ただし、本
人自署の場合は不要）

 ・年金手帳

問合せ　保健福祉課　福祉・医療係（☎５２－２１９５）



イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

第３回
　和木町近郊ソフトボール大会
　参加チーム募集

敬老会のお知らせ

蜂ヶ峯ふれあい市場

日 　 時　10 月 17 日（日）
場 　 所　蜂ヶ峯総合公園グラウンド
主 　 催　体育協会ソフトボール部
参加資格　和木町近郊のソフトボールチーム

（18 歳以上で編成してください。）
※参加チームは 12 チームとし、申込み多数
の場合は、主催者側での抽選とします。
参 加 料　１チーム　3,000 円
申込期限　10 月 8 日（金）
※体育センター備付けの申込用紙による。

問合せ　体育センター（☎52－2811）
　　　　　　　　　　（　52－9149）

　本年も 73 歳以上の方をお招きして「敬老
会」を実施いたしますので、多くの方の
出席をお待ちしています。
日　時　9月 18 日（土）
　　　　9時 30 分～11 時 10 分
　　　　受付：8時 30 分～
場　所　文化会館大ホール
アトラクション　
　　神楽　谷和神楽団（大竹市栗谷町）
　　　　【演目】八岐大蛇

※一般の方も観覧できます。
　（入場は、10時頃からになります。）

主　催　和木町敬老会実行委員会（社会福
祉協議会、自治会連合会、民生委
員児童委員協議会、老人クラブ連
合会）

※なお、当日出席できない方は、代理の方
が記念品を取りに来られても構いません。
案内状の入った封筒を
　お持ちください。
問合せ　
　保健福祉課（☎52－2196）

　シンポジウム前に平山郁夫画伯と縁の深い著名な「姜暁艶」
さんの二胡コンサートがあります。
　シンポジウム終了後、抽選で粗品（平山郁夫グッズ）を進呈
します。

９月４日（土）　10時から
※オープニングセレモニーの後、平山助成館長から
　作品について解説していただきます。

月・祝

問合せ　商工会（☎53－2066）

特 別 企 画
北海道産直！雪のように真っ白なスィー
トコーン朝もぎ「ピュアホワイ」の販売！

フルーツのような甘さ・生でも食べれる
コーンです

→
→

【フリーマーケットコーナー】25店舗

ジャンショウイェン

姜暁艶さん
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期　

日
▼
７
月
18
日

場　

所
▼
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｍ
Ｖ
Ｐ　

山
本
拳
士
朗
く
ん

期　

日
▼
８
月
８
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

期　

日
▼
７
月
18
日

場　

所
▼
周
南
市
鹿
野
総
合
体
育
館

結　

果
▼
準
優
勝
（
Ｂ
級
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部

第
８
回
Ｊ
Ａ
山
口
東
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第　

 

回   

周
南
近
郊

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第　

 

回   

河
内
親
睦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

3225

　

全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
７
月
30
日
か
ら
長
崎
県
南
島
原
市
有
家

総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
山
口
県
代
表

と
し
て
、
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
か
ら
の
出
場
で
、
本
郷
少
年
Ｓ
Ｂ

Ｃ（
福
井
県
）
を
下
位
打
線
の
活
躍
と
キ
ャ

プ
テ
ン
藤
川
諒
平
君
の
３
塁
打
で
、
４
ー
１

と
完
勝
。

　

３
回
戦
、
安
富
祖
Ｓ
Ｂ
Ｃ（
沖
縄
県
）
戦

で
は
、
エ
ー
ス
山
本
拳
士
朗
君
が
大
会
新
記

録
と
な
る
18
個
の
三
振
を
奪
い
、
守
備
で
は

エ
ラ
ー
も
無
く
、
完
全
試
合
を
達
成
し
、
攻

撃
で
は
、
４
番
重
村
蓮
登
君
の
３
点
ホ
ー
ム

ラ
ン
な
ど
で
15
ー
０
。

　

準
々
決
勝
、岡
山
少
年
Ｓ
Ｂ
Ｃ（
岡
山
県
）

戦
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
に
あ
と
１
本
が
出
ず
、

０
ー
７
の
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
全
試
合
が
無
失
策
と
堅

実
な
守
備
が
特
に
目
を
引
き
、
他
チ
ー
ム
か

ら
も
注
目
さ
れ
る
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

試
合
後
、
子
供
た
ち
に
悔
し
さ
は
な
く
、

す
べ
て
を
出
し
切
っ
た
清
々
し
い
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、チ
ー
ム
を
率
い
た
田
尾
剛
監
督（
和

木
１
丁
目
）
は
、「
す
べ
て
を
出
し
切
っ
た

最
高
の
舞
台
で
し
た
。
全
国
大
会
出
場
の
切

符
を
得
た
こ
と
で
満
足
し
て
い
た
と
き
に
、

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
笑
顔
を
見
る
と〝
こ
の
子
供
た
ち
と
全

国
大
会
と
い
う
夢
舞
台
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
〞と
思
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

全
国
ベ
ス
ト
８
で
し
た
が
、
小
さ
な
町
の
小

さ
な
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
で
が
ん
ば
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
出
場
に
際
し
、
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
最
高
の
舞
台
で
最
高
の
試
合
が
で

き
た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、「
ミ
ス
の
無
い
試
合
が
で

き
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
」
と
藤
川
諒
平

キ
ャ
プ
テ
ン
（
６
年
生
）、「
み
ん
な
の
陰
の

努
力
が
実
っ
た
、
下
級
生
に
は
、
ぜ
ひ
、
ベ

ス
ト
８
以
上
を
狙
っ
て
ほ
し
い
」
と
山
本
拳

士
朗
君
（
６
年
生
）、「
す
べ
て
が
楽
し
か
っ

た
。
も
っ
と
試
合
を
し
た
か
っ
た
。」
と
安

藤
大
起
君
（
６
年
生
）
と
重
村
蓮
登
君
（
６

年
生
）、「
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
代
表
と
試
合

が
で
き
楽
し
か
っ
た
」
と
藤
本
都
和
君
（
６

年
生
）、「
一
生
懸
命
応
援
し
た
。
み
ん
な
す

ご
く
て
感
動
し
、
楽
し
か
っ
た
」
と
浜
本
愛

実
さ
ん
（
６
年
生
）
な
ど
、
全
国
大
会
に
出

場
し
た
こ
と
や
試
合
を
す
る
こ
と
が
楽
し
く

て
た
ま
ら
な
い
と
い
う
子
供
た
ち
ば
か
り
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
子
供
た
ち
は
、
す
ば
ら

し
い
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
ベ
ス
ト
８

全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

大
健
闘
！

大
健
闘
！

大
健
闘
！
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寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替をご利用
ください。

問合せ ▼税務課（

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

安
原　

哲
彦
さ
ん
（
和
木
地
区
）

村
重
由
紀
子
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

村
上　
　

博
さ
ん
（
広
島
市
）

柳
沢　

春
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

灰
岡　

康
夫
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

中
川　

秀
夫
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

藤
川　

茂
樹
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

改
革
の
初
荷
が
重
い
日
本
丸

　
幸
あ
る
国
へ
と
向
き
変
え
て
欲
し

人
智
で
は
及
ば
ざ
る
ご
と
多
か
り
き

　
自
然
の
猛
威
に
な
す
術
も
な
し

梅
雨
晴
れ
て
高
い
野
菜
と
災
害
が

　
照
ら
し
出
さ
れ
て
選
挙
も
終
る

梅
雨
さ
な
か
雨
あ
し
ゆ
る
む
ひ
と
と
き
を

　
鳥
の
一羽
が
飛
び
立
ち
戻
る

ま
ざ
ま
ざ
と
自
然
の
猛
威
目
の
前
に

　
一時
避
難
し
静
ま
る
を
待
つ

広
宇
次
信
子

正
中
ツ
ヤ
子

神
園
　
静
美

嘉
屋
　
笑
子

大
野
　
千
尋

町
工
場
閉
ざ
さ
れ
し
ま
ま
夏
深
し

出
番
待
つ
木
偶
を
淨
め
て
盆
芝
居

踊
果
て
や
ぐ
ら
に
残
る
灯
が
ひ
と
つ

日
焼
け
せ
し
球
児
の
白
き
蹠
か
な

娘
の
児
肩
車
に
て
花
火
か
な

夕
暮
れ
て
夜
の
広
が
り
や
遠
花
火

越
智
　
幸
子

小
川
　
誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡
　
菊
江

山
重
　
杵
子

与
三
本
愛
子

の
や
り
と
り
を
経
る
の
で
、
ト
ラ
ブ

ル
発
生
時
に
解
決
に
手
間
取
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
電
子
マ
ネ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
無
記
名
・
前
払
式

　

紛
失
・
盗
難
の
際
は
、
基
本
的
に

補
償
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
子
マ
ネ
ー

は
現
金
と
同
じ
で
あ
り
、
第
三
者
に

使
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
発
行
会
社

は
本
人
確
認
が
で
き
な
い
か
ら
で

す
。

・
記
名
・
前
払
式

　

利
用
停
止
が
可
能
で
す
が
、
発
行

事
業
者
に
紛
失
の
届
け
出
を
し
、
残

高
移
行
す
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
届
け
出
か
ら
使
用
停
止
ま
で

の
間
の
不
正
使
用
に
つ
い
て
は
補
償

が
あ
り
ま
せ
ん
。
極
力
早
く
利
用
停

止
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
搭
載
型
電
子
マ
ネ
ー

　

携
帯
電
話
を
紛
失
し
た
ら
、
通
信

会
社
に
利
用
停
止
を
申
し
出
る
だ
け

で
は
な
く
、
電
子
マ
ネ
ー
取
扱
い
窓

口
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
相　

談
】

　

鉄
道
会
社
発
行
の
電
子
マ
ネ
ー

カ
ー
ド
を
紛
失
し
、
利
用
停
止
に
し

た
が
、
紛
失
し
て
い
る
間
に
不
正
に

４
万
円
の
ク
イ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
を
さ

れ
て
い
た
。
鉄
道
会
社
と
カ
ー
ド
会

社
は
、約
款
上
補
償
し
な
い
と
言
う
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
電
子
マ
ネ
ー
っ
て
何
？

　

電
子
マ
ネ
ー
（
前
払
式
）
と
は
、

お
財
布
に
小
銭
を
い
れ
て
お
く
よ
う

に
、
お
金
を
情
報
に
換
え
て
カ
ー
ド

や
携
帯
電
話
、Ｉ
Ｄ
番
号
な
ど
に
た

め
て
お
い
て
そ
こ
か
ら
支
払
う
仕
組

み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
や
電
車
の
改
札

で
「
ピ
ッ
」
と
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で

支
払
い
が
済
む
、
ポ
イ
ン
ト
が
つ
く

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
複

雑
な
契
約
関
係
が
あ
り
、
電
子
情
報

上下水道使用料……………………7・8月分

町営住宅使用料……………………９月分

国民健康保険料……………………３期分

介護保険料…………………………３期分

後期高齢者医療保険料……………３期分

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 63

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
８
月
句
会
）

さ
ち

で
く

あ
う
ら

よ

す
べ
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　一人１日当たりのごみの排出量では、山口県内で６番目に少ない数値となっておりますが、「山口
県循環型社会形成推進基本計画」の平成22年度目標値にあと16ｇ／人・日の減量が必要となっており
ます。リサイクル率では、県の目標を1.9％上回っており、県内で２番目に高い数値となっています。
　今後も、ごみの排出抑制とリサイクル率の向上にご協力をお願いいたします。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）　▼

9月、10月は「動物の飼い方マナーアップ強化期間」です！9月、10月は「動物の飼い方マナーアップ強化期間」です！9月、10月は「動物の飼い方マナーアップ強化期間」です！
　動物愛護の意識が高まりを見せていますが、犬をはじめとする飼養動物につ
いての苦情は依然として後を絶たず、飼主のマナーの向上が一段と求められて
います。
　このため、9月1日から10月31日までを「動物の飼い方マナーアップ強化期
間」として、人と動物の調和の取れた社会をつくるため、啓発活動を行いま
す。飼主としてのマナーについて、いま一度、考えてはみませんか？

動物の本能・習性及び生理をよく理解したうえで、他人に迷惑や危害が及ぶことがないよう
に、十分な心配りと正しいしつけをしましょう。

飼い犬は必ずつないで散歩・飼育をし、生後3ヵ月以上の犬は「登録」と毎年１回の「狂犬病
予防注射」を受け、きまりを守って飼いましょう。

公園や道路を動物の汚物で汚さないよう、飼い主の責任において処分しましょう。

ペットを飼うときは、マナーを守り、責任を持って最後まで！！

　やむを得ない事情により飼えなくなった犬・ねこについては、日時等を指定して、町または
健康福祉センター（保健所）が有料で引き取りをしています。

一人１日当たりのごみの排出量 リサイクル率

和木町

県内市町平均

県２２年度目標

36 .9％

28 .3％

35 .0％

７１６ｇ／人・日

７４０ｇ／人・日

７００ｇ／人・日

山口県内の平成20年度ごみ排出量とリサイクル率

飼犬・飼ねこの引取りのお知らせ

◆引取り手数料額◆
生後90日を超える犬・ねこ……1頭（匹）につき　2,000円
生後90日以内の子犬・子ねこ……1頭（匹）につき　400円
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平成22年8月1日現在
総人口　6,658人

世帯数　2,761世帯

和木町の面積　10.56km

（－5） 男　3,321人
（－3）

女　3,337人
（－2）

（＋3）

100以上
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60－64
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 0－ 4
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45
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16
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100

132
191

175
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225

212

241
200

178
151
143
160

183
183

202
168

200

　
は
じ
め
ま
し
て
。
エ
ミ
リ
ー
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
中

学
校
と
小
学
校
で
英
語
を
お
し
え
ま
す
。
よ
う
ち
え
ん
で

も
、
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ

ン
州
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
日
本
語
と

歴
史
と
か
文
学
な
ど
日
本
の
文
化
を
勉
強
し
ま
し
た
。
私

の
し
ゅ
み
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
和
木
町
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
と
く
ら
べ
て
と
て
も
違
い
ま

す
。
ど
こ
で
も
自
転
車
で
行
け
る
し
山
が
あ
る
し
人
々
は

や
さ
し
い
し
和
木
町
が
大
好
き
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
日
本
中
を
旅
行
し
た
り
伝
統
的
な
文
化
と
ス

ポ
ー
ツ
を
見
た
り
体
験
し
た
り
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
も
し
時
間
が
あ
っ
て
で
き
れ
ば
、
私
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　

こ
の
日
本
語
の
文
章
は
、
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
が
一
人
で

考
え
ま
し
た
。
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
の
人
柄
を
わ
か
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
載
せ
ま
し
た
。

と
て
も
ま
じ
め
で
、
と
て
も
明
る
く
、
そ
し
て
と
て
も

素
直
な
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
き
っ
と
、
子
ど
も
か
ら
も

大
人
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
素
敵
な
方
を
招
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

エミリー先生

か
わ
い
い
町
、
和
木
町

　相談員の都合により、9月いっぱい相談を
お受けすることができません。
　10月以降の相談については、広報等に
よりお知らせします。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願い
します。

問合せ　企画総務課（☎52－2136）

町民相談室をお休みします

　広報わきに掲載した写真を無料で差し上げ
ます。ご希望の方（写真に写っている本人ま
たはそのご家族）はご連絡ください。

問合せ　企画総務課（☎52－2136）

掲載写真差し上げます

　下記のとおり実施いたしますので、ご近所お誘い合わせ
のうえ、ご参加ご協力いただきますようお願いします。
　なお、当日は各自治会の指示に従っていただき、事故等
には十分にご注意いただきますようお願いします。
　日　時　10 月 17 日（日）８時～
　場　所　町内全域（お住まいの地域）
　※雨天の場合は 10 月 23 日（土）に延期
【注意】
○家庭のごみ（剪定ごみなど）を出してはいけません。
○草、泥等は袋に入れないで、別々にある程度まとめて
路肩等に積んでください。
○交差点など回収車が停車できない場所には積まないで
ください。

問合せ　住民サービス課（☎52－2194）
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